
　

国
の
行
政
機
関
を
は
じ
め
、
独
立
行

政
法
人
、
都
道
府
県
・
市
町
村
（
国
の
仕

事
の
関
係
）
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
、
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、
問
題

の
解
決
を
促
進
し
、
よ
り
良
い
行
政
を

目
ざ
す
…
こ
れ
が
行
政
相
談
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に
基
づ
き

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の

有
識
者
で
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要

望
を
住
民
か
ら
聞
い
て
解
決
を
し
て
い

く
、
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
と
人
権
相

談
、
法
律
相
談
を
あ
わ
せ
て
「
住
民
相

談
」
と
し
て
、
次
の
と
お
り
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
、
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し

て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日　

時　

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

場　

所　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

予
約
先　

企
画
財
政
課

　
　
　
　

（
内
線
416
・
417
）

相
談
員　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

〈
行
政
相
談
委
員
〉

○
大
谷
み
代
子

　

三
芳
町
大
字
藤
久
保
880
番
地
49

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

○
篠
原
拓
平

　

三
芳
町
大
字
竹
間
沢
436
番
地
13

○
大
野
タ
マ
子

　

三
芳
町
大
字
北
永
井
867
番
地
25

〈
弁
護
士
〉

○
小
川
修
弁
護
士

　

川
越
市
新
富
町
１
丁
目
18
番
６
号

　

戸
田
本
川
越
ビ
ル
４
階

○
平
岡
直
也
弁
護
士

　

 

富
士
見
市
大
字
鶴
馬
２
６
０
５
番
地

10
え
り
美
ビ
ル

５
月
21
日
〜
27
日

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を｢

人
権
擁
護
委
員
の
日｣

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
各
市
町
村
に
お
い
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発

に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

三
芳
町
で
は
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
次
の
と
お

り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
人
権

に
か
か
わ
る
困
り
ご
と
や
悩
み
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
１
日
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

（
予
約
制
）

場　

所　

三
芳
町
役
場
１
階　

住
民
相
談
室

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
（
内
線
416
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

「
６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
」

行政相談のしくみ

国
民
（
相
談
者
）

管区行政評価局
行政評価事務所
〔全都道府県に
設置〕

行政相談委員
（ 全 国 に 約

人）

総合行政相談所
〔全国の 都市〕

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｆ
Ａ
Ｘ

手
紙

－

行
政
困
り
ご
と
相
談

電
話

－

行
政
苦
情
１
１
０
番

来
訪

回　答 回　答

ご相談 あっせん
通知

国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、
都
道
府
県
・
市
町
村
（
国
の

仕
事
の
関
係
）
等

昨
年
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

結
果

　

町
で
は
、
昨
年
度
竹
間
沢
小
学
校

三
芳
東
中
学
校
の
協
力
を
得
て
、
夏

と
冬
の
２
回
に
わ
た
り
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

実
施
日　

小
学
校
６
月
25
日

　
　
　
　

中
学
校
７
月
２
日

参 

加
人
数　

６
８
０
人
（
児
童
・
生

徒
、
教
職
員
、
家
族
）

二
酸
化
炭
素
削
減
量

　

３
８
０
７
１
４
ｇ
（
注
）

　

 （
杉
の
木
27
本
が
１
年
か
け
て
吸

収
す
る
量
に
あ
た
り
ま
す
。
）

▼
冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

実
施
日　

小
学
校
12
月
10
日

　
　
　
　

中
学
校
１
月
20
日

参 

加
人
数　

４
９
２
人
（
児
童
・
生

徒
、
教
職
員
、
家
族
）

二
酸
化
炭
素
削
減
量

　

３
０
０
１
１
７
ｇ
（
注
）

　

 （
杉
の
木
21
本
が
１
年
か
け
て
吸

収
す
る
量
に
あ
た
り
ま
す
。
）

　
注 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
埼
玉

県
二
酸
化
炭
素
量
デ
ー
タ
の
根
拠

資
料
を
参
考
に
し
て
算
出
し
ま
し

た
。

夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

６
月
１
日
〜
８
月

日

　

「
買
い
物
に
自
動
車
を
使
わ
な
か

っ
た
」
な
ど
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
に

取
り
組
ん
だ
一
日
の
成
果
を
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
把
握
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
あ
な
た
が
削
減
で
き
た

二
酸
化
炭
素
量
が
計
算
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
取
組
を
き
っ
か
け

に
、
各
家
庭
で
環
境
に
配
慮
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
を
目
指
し
ま

す
。

　

企
業
、
学
校
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
は
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
身
の
回
り
の

で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

竹
の
子
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
様
子

　

海
水
面
の
上
昇
や
異
常
気
象
な
ど
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
。
そ
れ
を
食
い
止
め
る

に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
年
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
増
え
る
夏
、
県
と
町
で
は
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
６

月
１
日
〜
８
月
31
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
環
境
課　

（
内
線　

２
６
２
〜
２
６
４
）

夏
こ
そ 

エ
コ
ラ
イ
フ

冷
房
控
え
め 

こ
ま
め
な
省
エ
ネ
で 

温
暖
化
対
策
を

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

▲特設人権相談所の相談風景


